








研究目的 

微細脳障害症候群や自閉症などに認められる種々の行動異常は,殆んどの場合言語獲得期

以後に両親によって発見されている。特に自閉症では,就学問題をはじめとしてその後の患

児の人生に大きな陰を投げかけている。 

一方動物行動学の立場から,動物の愛着行動(attachment)の形成は生後極めて短期間に限

定され,且つ非可逆的であることなども知られてきた。ヒトの乳児においても attachment

形成の臨界期は,6～8 か月とする説がある。従って自閉症などにおいても臨界期内に発見

し,正しい imprinting を行い対人行動の正常化をはかることは原因が何れにせよ必要な措

置といこるであろう。しかし,新生児期の行動に関して心理学的に母子関係や視聴覚認知の

問題が最近注目され始めたとはいえ,その成果は極めて乏しい。また医学領域においても新

生児医学や小児神経学の目ざましい進歩にも拘らず,視聴覚認知に関する研究は未開拓の

領域として残されている。 

このような現状を考え,自閉症や微細脳障害症候群の極早期発見・治療という大きな最終目

標に到達するため,我々は次のような目的で研究を進めることとした。 

第 1に言語獲得期前の乳児,特に正常新生児において,聴覚刺激がどのような行動をひきお

こし,それが将来どのように統合されるかをできる限り簡便な方法を用いて追跡研究する。

第 2に低出生体重児および高危険児(high risk infant)に対しても正常児と比較しながら

追跡研究を行う。第 3は上記の方法によりスクリーニングされた新生児に対し,豊富な感覚

刺激一特に母親による言語接触刺激一を与え.従来の症例と比較検討し適切な療育法を明

らかにすることを最終目的とする。本年度は出生直後から生後1週間以内の正常な新生児

に対し最も簡易な方法で音刺激を与え,その反応の日齢的変容を明らかにすることを目的

とした。 


